
令和５年３月２０日 

たまねぎ栽培管理情報 
全 農 と や ま 

広域普及指導センター 
 

１ ベと病の発生状況 
・ 本年は３月上旬の気温が高く、例年より早くベと病の発生適温期となっています。 

・ 一部ではすでにベと病の発生が確認されており、本県では最も早い発生確認となっ

ています。 

・ ベと病の発生がないかを確認するとともに、発生がみられた場合は早急に下記の対

策を講じてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ベと病対策 
（１） 病株の抜き取り 

・ ほ場を見回り、発生株は胞子が飛散しないようゴミ袋に入れながら抜き取る。 

※ 長靴等についた土でも感染が広がるため、他のたまねぎ生産ほ場は見に行かな

い。 

（２） 薬剤防除  

・ 発生がみられたほ場では、早急に下表の順に 1 週間間隔で防除する。ただし、入手

に時間がかかる場合は、入手しやすい剤で先に防除する。   

防除

順序 
薬剤名 使用倍率 散布量 使用回数 

１ プロポーズ顆粒水和剤 1,000倍 100～300L/10a ３回以内 

２ リドミルゴールドＭＺ 1,000倍 100～300L/10a ３回以内 

（３） 防除するほ場の順番 

・ 複数のほ場を管理している場合は、発病程度の軽いほ場から順に防除する。 

写真１ ベと病り病株 

特徴：葉身が湾曲、退色（黄～白色）

する。 

よく見ると、上記症状のある

葉身上に 

灰色の分生胞子（かび）の形

成が確認できる。 

図１ 令和４～５年の平均

気温の推移（気象台：富山）

とベと病の適温 


